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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

１．昇龍道プロジェクトのこれまでの歩みと現況

２．令和２年度取組報告
（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と

関係者における取組
（２）戦略的プロモーションの実施
（３）受入環境整備の推進
（４）広域観光周遊の推進
（５）観光地域づくり法人（DMO）の形成と連携
（６）持続可能な観光の推進
（７）会員・関係者の取組の一層の強化
（８）新たな取組
（９）総括
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１．昇龍道プロジェクトのこれまでの歩みと現況
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ昇龍道プロジェクト推進協議会の会員数

協議会は本年10年目を迎えます。
多数の皆様に、会員としてご参加いただいてきました。
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カテゴリ別会員数（令和3年1月末現在）

官公庁 , 7.5% 経済団体 , 2.7%
金融等 , 3.0%

観光団体 , 6.3%

ホテル・旅館, 
13.4%

旅行業 , 3.6%

航空会社・ 空港

関連, 0.9%
交通 , 10.7%

百貨店等 , 4.9%飲食店 , 4.3%

酒蔵・酒造組合 , 
7.3%

観光施設 , 5.1%

報道・広告 , 
3.1%

その他 , 27.2%

愛知県 静岡県 岐阜県 三重県 福井県 石川県 富山県 長野県 滋賀県 その他 計 対前年増加数
官公庁 40 15 24 17 18 14 10 18 5 5 166 1

経済団体 9 10 12 3 22 2 2 0 0 0 60 0
金融等 23 5 11 10 3 4 3 2 1 5 67 1

観光団体 22 11 38 16 10 16 7 14 5 1 140 5
ホテル・旅館 68 36 54 38 17 20 20 31 9 6 299 0

旅行業 42 4 15 4 2 1 2 2 0 9 81 4
航空会社・空港関連 15 0 0 0 0 0 0 0 0 4 19 0

交通 62 45 57 20 18 11 7 11 1 7 239 2
百貨店等（物販） 47 6 22 7 6 6 5 2 3 5 109 2

飲食店 36 3 31 8 2 6 2 6 1 0 95 1
酒蔵・酒造組合 41 6 41 11 12 17 11 17 7 0 163 0

観光施設 26 6 31 13 13 9 5 5 5 0 113 0
報道・広告 44 1 4 0 1 3 2 0 0 15 70 1

その他 258 94 109 33 14 23 7 8 2 57 605 10
計 733 242 449 180 138 132 83 116 39 114 2226 27



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ昇龍道９県の外国人延べ宿泊者数

5
※観光庁「宿泊旅行統計調査」による

令和元年まで確定値、令和２年は速報値。

万人泊

昇龍道プロジェクト開始後の外国人延べ宿泊者数の推移
R2目標値

（1,400万人泊）
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
全国 関東 近畿 昇龍道9県 富山県

石川県 福井県 長野県 岐阜県 静岡県
愛知県 三重県 滋賀県
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昇龍道・各県別延べ宿泊者及び指数（推移）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）

平成２４年を１００とした場合の
令和元年の指数

※従業者数10人未満の施設も含む延べ宿泊者数。 ※H24～R1は確報値。2020年１月以降は月ごとの第２次速報値
※「関東」とは関東運輸局管内の茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県の８県、

「近畿」とは近畿運輸局管内の滋賀県（昇龍道と重複）、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の６県
6

（千人泊）

近畿 １６９
愛知 １４４
関東 １４３
全国 １３６
石川 １２７
岐阜 １２５
滋賀 １１９
福井 １１７

昇龍道 １１７
静岡 １１５
富山 １０５
長野 ９９

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 439,495 465,893 473,502 504,078 492,485 509,597 538,002 595,921 304,800

関東 119,749 124,976 129,980 138,342 135,544 142,552 151,910 171,112 81,024

近畿 62,669 68,191 70,470 75,467 74,437 78,102 86,276 105,661 45,413

昇龍道9県 84,785 88,653 88,660 96,880 91,935 91,350 94,749 98,893 55,464

富山県 3,619 3,821 3,489 3,991 3,408 3,895 3,780 3,808 2,081

石川県 7,244 7,450 7,543 8,730 8,697 8,737 9,131 9,201 4,804

福井県 3,536 3,251 3,790 4,164 3,709 3,587 4,057 4,144 2,492

長野県 18,291 18,751 17,897 19,213 17,805 17,989 18,325 18,053 10,307

岐阜県 5,830 6,042 6,099 6,778 6,384 6,205 6,852 7,304 3,912

静岡県 20,287 20,923 21,023 22,530 21,238 20,779 21,862 23,429 13,455

愛知県 13,426 14,653 15,395 16,622 16,559 17,189 17,010 19,338 10,695

三重県 8,335 9,686 8,794 9,459 9,304 8,319 8,901 8,600 5,078

滋賀県 4,217 4,075 4,629 5,393 4,831 4,650 4,831 5,016 2,642

（年）

（年）
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ昇龍道・各県別外国人延べ宿泊者及び指数（推移）

（出典：観光庁宿泊旅行統計）

平成２４年を１００とした場合の
令和元年の指数

※従業者数10人未満の施設も含む外国人延べ宿泊者数。 ※ H24～R1は確報値。 2020年１月以降は月ごとの第２次速報値
※「関東」とは関東運輸局管内の茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県の８県、

「近畿」とは近畿運輸局管内の滋賀県（昇龍道と重複）、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の６県 7

（千人泊）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 関東 近畿 昇龍道9県 富山県 石川県 福井県

長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 26,314 33,496 44,825 65,615 69,389 79,691 94,275 115,656 18,031

関東 11,752 13,913 18,709 25,221 25,798 28,410 33,123 40,537 6,519

近畿 6,055 7,931 10,850 15,922 17,077 19,780 24,087 32,936 4,451

昇龍道9県 2,507 3,423 4,465 7,615 7,845 8,159 9,765 11,618 1,975

富山県 94 136 142 208 222 288 306 358 53

石川県 190 326 348 517 623 777 974 985 185

福井県 27 30 32 56 54 61 76 98 24

長野県 288 543 660 947 1,135 1,290 1,527 1,578 467

岐阜県 260 417 598 931 1,013 975 1,484 1,660 252

静岡県 494 560 786 1,740 1,570 1,502 1,794 2,494 247

愛知県 945 1,148 1,490 2,347 2,393 2,543 2,850 3,634 627

三重県 95 131 179 392 352 334 341 389 66

滋賀県 114 132 231 477 481 389 413 424 55

（年）

（年）
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昇龍道９県の延べ宿泊者数・外国人延べ宿泊者数の全国シェア（推移）

延べ宿泊者数の全国シェア（全宿泊者）

外国人延べ宿泊者数の全国シェア

※「関東」とは関東運輸局管内の茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県の８県、
「近畿」とは近畿運輸局管内の滋賀県（昇龍道と重複）、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の６県

※従業者数10人未満の施設も含む延べ宿泊者数。※ H24～R1は確報値。 2020年１月以降は月ごとの第２次速報値

（出典：観光庁宿泊旅行統計）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

関東 27.2% 26.8% 27.5% 27.4% 27.5% 28.0% 28.2% 28.7% 26.6%

近畿 14.3% 14.6% 14.9% 15.0% 15.1% 15.3% 16.0% 17.7% 14.9%

昇龍道9県 19.3% 19.0% 18.7% 19.2% 18.7% 17.9% 17.6% 16.6% 18.2%
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

関東 44.7% 41.5% 41.7% 38.4% 37.2% 35.7% 35.1% 35.0% 36.2%

近畿 23.0% 23.7% 24.2% 24.3% 24.6% 24.8% 25.6% 28.5% 24.7%

昇龍道9県 9.5% 10.2% 10.0% 11.6% 11.3% 10.2% 10.4% 10.0% 11.0%
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ国籍(出身地)別外国人延べ宿泊者数構成比（令和元年）
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※観光庁「宿泊旅行統計調査」 令和元年確定値による。
※従業者数10人以上の施設のため、合計値が一致しない場合がある。
※構成比数値の２％未満は記載を省略している。
※欧州は、英国、フランス、ドイツ、イタリア、スペインの５ヶ国の計。
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ令和２年昇龍道９県月別延べ宿泊者数・客室稼働率の推移

※令和2年1月～12月の数値については第2次速報値。 ※従業者数10人未満の施設も含む。
出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

（稼働率）（万人泊）
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２．令和２年度取組報告
（１）国による新型コロナ対策・観光産業への

支援と関係者による取組
（２）戦略的プロモーションの実施
（３）受入環境整備の推進
（４）広域観光周遊の推進
（５）観光地域づくり法人（DMO）の形成と連携
（６）持続可能な観光の推進
（７）会員・関係者の取組の一層の強化
（８）新たな取組
（９）総括
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（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組

観光産業は、新型コロナ感染症の影響により大変深刻なダメージを受けていることから、①新型
コロナ感染症感染拡大防止、②事業の継続と雇用の維持、③失われた観光需要の回復の３点に
ついて、関係省庁と連携して重点的な支援を実施。

補助対象経費①新型コロナ感染症感染拡大防止

②事業の継続と雇用の維持

③失われた観光需要の回復

・感染症防止策を取りまとめた「新しい旅のエチケット」の作成、周知
・サーモグラフィ等、感染症感染拡大防止対策に必要な機器、設備の導入支援
・感染症の専門家を派遣した感染症拡大防止対策支援

サーモグラフィー又は非接触型体温計の導入

・雇用調整助成金の要件緩和、継続
・NHK受信料の減免
・持続化給付金制度の創出
・実質無利子無担保融資の拡充（日本公庫中小事業、商工中金（危機対策融資））

等

・Go To トラベル事業により、宿泊と交通を組み込んだ旅行商品の販売を後押し
等

12
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〇 宿泊・旅行業者等の観光関連事業者が作成した感染拡大予防ガイドラインの実施の徹底
〇 「新しい旅のエチケット」の利用者への周知

【宿泊関係業界】
作成主体：日本ホテル協会、全国旅館ホテル

生活衛生同業組合連合会、日本旅館協
会、全日本シティホテル連盟

【旅行関係業界】
作成主体：日本旅行業協会、全国旅行業

協会
【貸切バス】
作成主体：貸切バス旅行連絡会（日本バス

協会、日本旅行業協会、全国旅行業協
会）

【タクシー】
作成主体：全国ハイヤー・タクシー連合会

等

・ 業界団体が感染症専門家に助言を受
けながら作成。

・ 最新の状況・知見等に対応して随時見
直し。

・ 各エリア・場面ごとにおける留意点、対
策等を規定。

・ 旅行者視点での感染拡大防止の留意点等をまとめた「新しい旅のエチケット」
（発行元：旅行連絡会※、協力：国土交通省・観光庁）を公表・周知。
※旅行連絡会・・・交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体等で構成

（例）

旅行者向け「新しい旅のエチケット」

感染拡大防止策の支援

業種別ガイドライン

サーモグラフィーによる
モニタリング 非接触体温計の導入 換気設備の導入

13

新型コロナ感染症感染拡大防止の取組

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組
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業種別ガイドラインに基づき、各交通機関においても新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止の取組を実施。

新幹線車内では約６～８分で
空気を入れ替え

自動券売機、手すり・
つり革の消毒励行

ネット予約サービスで
駅員を介さずきっぷ購入 14

バスの感染対策
PRイベント実施

公共交通機関における対策

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組
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ビジネス上必要な「国際的な人の往来の再開」に向けて、海外渡航者が日本から出発す
る前に迅速にＰＣＲ検査を受検して陰性証明書を取得できる体制を構築。

中部国際空港内にPCR検査センター開設（令和２年１１月）

公共交通機関における対策

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組

・愛知県による支援及び中部国際空港㈱の協力のもと、学校法人藤田学園（藤田医科
大学）が、藤田医科大学中部国際空港診療所内（第１ターミナルビル２階）に設置。

予約～検査～陰性証明書受け取りの流れ

①予約システムにて予約（完全予約制）

②検査当日、中部国際空港診療所で受付

③検査実施

④検査から約3時間後、連絡を受ける

⑤第１ターミナル３階案内センターで証明書受領

＜詳細は、中部国際空港診療所HP参照＞ http://www.fujita-hu.ac.jp/airportclinic/covid19.html
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・施設内の対人距離確保（チェックイン・アウト時、レストラン
等）
・フロントなどはアクリル板、透明ビニールシートなどで遮蔽
・施設内の手指の消毒設備の設置
・施設内の換気
・従業員の体調管理・マスク着用等
・客室内備品の消毒
・大浴場、レストラン等で一度に利用する人数の制限
・大皿料理、鍋料理を一人皿に

等

宿泊施設における対策

業種別ガイドラインに基づき、各宿泊施設においても新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止の取組を実施。

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組

写真出典：ホテルアソシア静岡ホームページ
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（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組

補助対象経費

資金繰り支援

給付金

経営環境

【中小企業・小規模事業者に対する融資等】

○政府系金融機関による融資
・セーフティネット貸付
・新型コロナウイルス感染症特別貸付
・新型コロナウイルス対策マル経融資
・危機対応融資
・特別利子補給制度
・生活衛生関係事業者向け融資制度

○民間金融機関による信用保証付融資
・セーフティネット保証４号・５号
・危機関連保証
・民間金融機関における実質無利子・無担保融資
・日本政策金融公庫等の既往債務の借換

等

・緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金

・中小企業向け資本性資金供給・資本増強支援事業
・雇用調整助成金の特例措置
・新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金

等

17

事業の継続と雇用の維持への支援
設備投資・販路開拓

・中小企業等事業再構築促進事業
・ものづくり補助金
・持続化補助金
・IT導入補助金 等

税等

・納税猶予・納付期限の延長
・欠損金の繰戻し還付
・固定資産税等の軽減
・厚生年金保険料等の猶予制度 等

※本ページは経済産業省新型コロナウイルス感染症関連支援策パンフレット（令和3年3月1日版）等を基に構成。最新情報は同省ホームページ等をご確認ください。
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65％
支払額

35％
旅行代金割引

15％
地域共通クーポン

1人1泊 20,000円の場合
国の支援額（計50%）

宿泊・日帰り旅行代金(100%)

総
額
の

総
額
の

総
額
の

20,000円の
旅行商品を選ぶ

支払額は13,000円
（旅行代金割引は7,000円）

地域共通クーポンによる還元
3,000円（旅行代金の15%） 18

○ 国内旅行を対象に宿泊・日帰り旅行代金の35%を割引（7月22日から開始）
○ 加えて、宿泊・日帰り旅行代金の15%相当分の旅行先で使える地域共通クーポンを付与（10月１日から開始）
○ 国の支援額（旅行代金割引＋地域共通クーポン）は、１人１泊あたり２万円が上限（日帰り旅行は、１万円が上限）
○ 利用回数の制限なし

・旅行先の都道府県＋隣接都道府県の土産物店、飲食店、観光施設、 アク
ティビティ、交通機関などにおいて、旅行期間中に限って使用可能
・1枚1,000円単位で発行する紙クーポン（商品券）と電子クーポン

GoToトラベル事業

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組
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利用実績

利用人泊数

宿泊・旅行代金の割引

少なくとも約８,７８１万人泊

少なくとも約４,０８２億円

※一部推計値を含む速報値。

※一部推計値を含む速報値。

一人泊当たり割引支援額

約４,６４９円

一人泊当たり旅行代金

約１３,２８２円

地域共通クーポン利用額

少なくとも約１,３１７億円

Go Toトラベル事業における利用実績（推計）

（10/1～12/28）

※2/1までにGo To トラベル事務局に
換金請求があったものを集計。

支援額

少なくとも約５,３９９億円

（7/22～12/28チェックアウト分）

（7/22～12/28チェックアウト分）

少なくとも

214 

少なくとも

1,563 

少なくとも

2,981 

少なくとも

5,186 

少なくとも

7,752 

少なくとも

8,781 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

～7/31 ～8/31 ～9/30 ～10/31 ～11/30 ～12/28

利用人泊数の推移

※観光庁HPより 19

（１）国による新型コロナ対策・観光産業への支援と関係者における取組
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（２）戦略的プロモーションの実施

世界的なコロナウィルスの影響により外国との往来が厳しく制限されているが、JNTOの調査で
は日本への興味・訪問意向は衰えていない。このような状況でもできるプロモーションを実施
＜中央日本総合観光機構のHPを外国人の興味・関心にあわせてサイト内の回遊性できるよう再構築＞

今年度も「歴史」「伝統工
芸」「自然」等をテーマに掲

載コンテンツを追加
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（２）戦略的プロモーションの実施

WRC世界ラリー選手権の日本大会は2021年11月に延期となったが、中部国際空港利用
促進協議会では開催期間に来訪者が競技会場周辺の観光地を周遊できるよう動画・記事
を制作し、アクセス情報とともにPRを実施。

動画制作・情報発信事業
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カテゴリー３（全国レベルの観光案内提供・英語スタッフ常駐かつ英語以外の２言語対応常時可能等）
カテゴリー２(広域の観光案内提供・英語スタッフ常駐等)
カテゴリー１(地域の観光案内提供・パートタイムや電話通訳等で英語対応可能等)
パートナー施設 (外国人旅行者を積極的に受け入れる意欲があり、公平・中立な立場で地域の案内を提供等)

愛知県 認定件数

カテゴリー３ ４

カテゴリー２ ３

カテゴリー１ １８

パートナー １０

三重県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ ６

カテゴリー１ １０

パートナー ５

福井県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ １

カテゴリー１ １１

パートナー ３

石川県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ ３

カテゴリー１ ２３

パートナー １１

富山県 認定件数

カテゴリー３ １

カテゴリー２ ７

カテゴリー１ ９

パートナー ８

長野県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ １２

カテゴリー１ １９

パートナー １５

滋賀県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ ２

カテゴリー１ １６

パートナー ８

岐阜県 認定件数

カテゴリー３ －

カテゴリー２ ７

カテゴリー１ ２０

パートナー ９

昇龍道 認定件数

カテゴリー３ ６

カテゴリー２ ５２

カテゴリー１ １６２

パートナー ７９

22

静岡県 認定件数

カテゴリー３ １

カテゴリー２ １１

カテゴリー１ ３６

パートナー １０

昨年比

０

＋２

＋１４

＋２９

（３）受入環境整備の推進
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富山県 石川県 福井県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県

カテゴリー３ カテゴリー２ カテゴリー１ パートナー

昇龍道９県の外国人観光案内所

件

（令和３年1月末現在）
昇龍道９県の外国人観光案内所
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富山駅周辺及び市内環状線沿線における旅行環境まるごと整備計画

（３）受入環境整備の推進

多言語観光案内標識の一体的整備

看板改修（９０箇所）

・各設置箇所毎に周辺地図を最新の
状況に更新

・観光案内用AIチャットボットに
つながるQRコードを表示

外国人観光案内所の整備

AIチャットボットの導入

【富山市の現状】

【計画概要】

市内中心部を走る
路面電車（外国人
宿泊者には無料の
乗車券を配布）

AIチャットボット
イメージ図

（富山市HPより）

2020年３月に富山駅内で路面電車の南北が接続し、市内周遊の一層の利便性が高まることを契機
に、富山駅周辺及び市内環状線沿線エリアのまちあるきを促すため、多言語案内看板の整備及びAI
を活用した観光案内用チャットボットを導入し、快適な周遊環境を構築。

23
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（３）受入環境整備の推進

情報通信技術を活用して、複数の公共交通による移動を１つに捉えるMaaSの活用が
進んでおり、伊豆地域では観光型MaaS「Izuko」実証実験（フェーズ３）を実施。

＜デジタルフリーパス＞

＜様々な観光商品＞

＜実証実験概要＞

１泊２日の観光需要創出を目指し、観光商品、サービスエリアを
拡大

・２日間有効のデジタルフリーパスを昨年度の６種類から１６種類
用意
・下田エリアのオンデマンド乗合交通は宿泊施設、観光施設への
停留所を増設
・路線バスとの乗り放題チケットと組み合わせたプラン設定
・観光商品のメニュー数をフェーズ２時の約６倍の１２５種類に増加
（漁港ならではの体験、地元事業者との連携した商品開発等）
・事前購入機能の導入
・決済手段の拡充
・検索機能の充実
・周知を巡るのに最適な商品を提案する機能搭載

二次交通



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

○多言語に対応した情報発信（HP・ルートマップ）

○地域の魅力を活かしたサイクリングイベント等の開催

○受入環境の整備

（３）受入環境整備の推進

太平洋岸自転車道の整備推進
○自転車を通じて優れた観光資源を有機的に連携するサイクルツーリズムの推進により、日本における新たな観光価値を創造し、地方創
生を図るために、ナショナルサイクルルート指定を目指す。

快適で安全安心にサイクリングができる環境の整備

○自転車走行空間の整備・ルート案内サインの整備
・日英2カ国語で分かりやすい統一感のあるルート案内の整備を推進

矢羽根・案内看板設置例 案内看板設置例

危険個所注意喚起看板設置例

サイクルツーリズム推進のための取組

・ゲートウェイ、サイクルステーション、
宿泊施設の整備

ＣＳ：周参見駅観光案内所 伊豆GW函南

静岡県：スタンプラリーの様子
和歌山県：女子会＆

復興支援イベントの様子

凡例
太平洋岸自転車道

ゲートウェイ

太平洋岸自転車道構想

：千葉県銚子市から神奈川、静岡、愛知、三重、和歌山県の各太平
洋沿岸を走り、和歌山市に至る延長１，４８７ｋｍの自転車道構想

白崎海岸（和歌山県由良町）

伊良湖岬（愛知県田原市） 九十九里浜（千葉県旭市）

○情報発信（太平洋岸自転車道HPの充実）

・旬な情報を素早く簡単にＷＥＢサイトで発信
・Ｔｗｉｔｔｅｒの開設
・ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルの開設
・地図（ＧＰＳ）のダウンロードページの設置

英語版ルートマップ英語版HP 25
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魅力ある公共空間の整備及び受入環境整備の推進（道の駅）
○「道の駅」は、それ自体が観光の目的地となるなど、地域観光における重要性が高まっている
○多言語に対応した外国人案内所やwi-fi環境、外国人案内所の整備など外国人観光客のニーズに対応したサービス

を提供

Wi-Fi接続時TOP画面

共通SSID
をステッカー
でPR

昇龍道サイトへ外部リンク

WI-FI環境の整備
ポータルサイトの多言語化

昇龍道 ホームページ

昇龍道９県の道の駅数２６４駅（全国1,180駅）

・「道の駅」無料公衆無線LANを、統一の呼称「道の駅SPOT」として整備し、
共通のSSIDを設定

・「道の駅SPOT」で自動接続するポータルサイトに「昇龍道」のバナー設置し、
「昇龍道」サイトにリンク

外国人案内所・免税対応

JNTO認定外国人観光案内所
「道の駅」開国下田みなと

免税対応の推進

免税店シンボルマーク

26
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魅力ある公共空間の整備及び受入環境整備の推進（道の駅）
○民間開発と地元が連携し、「道の駅」を舞台に地域の魅力を発信
○その一環として「道の駅」に隣接したホテル整備により、地域の魅力を味わい尽くす滞在型観光を提案

通過型観光から滞在型観光へ 道の駅に隣接してホテル開業

・「道の駅」と連携して、隣接した宿泊特化型ホテルを拠点とした新たな観光
スタイルを提案

・積水ハウス、マリオットインターナショナルによる地方創生「Trip Base道の駅
プロジェクト」では、令和7年までに全国3,000室規模の事業を展開しており、
中部管内では、令和2年10月に4箇所が開業、令和3年も2箇所開業予定

「フェアフィールド・バイ・マリオット・三重御浜」

客室 モーニングBOX
（地元食材を使用して道の駅で調理）中部の「Trip Base道の駅プロジェクト」（６箇所）

27
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（３）受入環境整備の推進

クルーズ船の受入環境整備の推進
○名古屋港ガーデンふ頭において、岸壁の老朽化に合わせて、クルーズ船に対応した岸壁改良を実施
○外国人旅客の快適性、利便性、安全性の確保を図る環境整備
○上質かつ多様な寄港地観光を促進し、地域活性化に寄与する取組

屋根付き通路の設置
（令和2年度完成）

岸壁改良
（令和8年度完了予定）

旅客ターミナル

名古屋港ガーデンふ頭

整備前 L=210m延伸部 L=80m

（平成30年度完成）

観光コンテンツの創出（三河港）

クルーズ船 クルーズ船

整備後 L=290m

手筒花火でお見送り

寄港地観光の磨き上げ
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（４）広域周遊観光の推進

産業観光コンテンツをストーリーに沿って繋げることにより、欧米豪市場や中国富裕層をター
ゲットとして知的好奇心を刺激する周遊ルートを造成。

＜産業コンテンツのストーリー例＞
＜ファムトリップの様子＞
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三重県

（一社）志摩スポーツコミッション

（一社）相差海女文化運営協議会

（一社）鳥羽市観光協会

㈱Verde大台ツーリズム

伊勢まちづくり㈱

（一社）菰野町観光協会

（一社）伊賀上野観光協会（公社）三重県観光連盟

愛知県

（一社）愛知県観光協会

（一社）知多半島観光事業協会

（一社）奥三河観光協議会

（一社）西尾市観光協会

静岡県

（公社）静岡県観光協会

（公財）浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

（公財）するが企画観光局

（一社）伊豆市産業振興協議会

（一社）美しい伊豆創造センター

滋賀県

（公社）びわこビジターズビューロー

（一社）近江ツーリズムボード

（一社）近江八幡観光物産協会

福井県

㈱まちづくり小浜

勝山市観光まちづくり㈱

富山県
（公社）とやま観光推進機構

（一社）黒部・宇奈月温泉観光局

岐阜県

(一社)岐阜県観光連盟

（特非）ＯＲＧＡＮ

（特非）大垣観光協会

（一社）下呂温泉観光協会

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会

（一社）多治見市観光協会

長野県

（一社）こもろ観光局

（一社）信州とうみ観光協会

（一社）松本市アルプス山岳郷

㈱阿智昼神観光局

（一社）木曽おんたけ観光局

（一社）信州いいやま観光局

㈱南信州観光公社

（一社）長野県観光機構

（一社）長野伊那谷観光局

（一社）HAKUBAVALLEY TOURISM

（一社）信州千曲観光局

（一社）白馬村観光局

（一社）上松町観光協会

地域連携ＤＭＯ

地域ＤＭＯ

・・・登録ＤＭＯ

【広域連携ＤＭＯ】
（一社）中央日本総合観光機構

石川県

（公社）石川県観光連盟

（一社）金沢市観光協会

（一社）加賀市観光交流機構

（一社）白山市観光連盟

（一社）こまつ観光物産ネットワーク

（一社）ななお・なかのとDMO

（R3.1.7現在）

（一社）志賀町観光協会

（一社）松阪市観光協会

（公社）伊勢志摩観光コンベンション機構

（一社）伊南DMO設立準備会〔設立予定〕

（一社）富山県西部観光社

（一社）南信州まつかわ観光まちづくりセンター

（一社）明和観光商社

（一社）郡上市観光連盟

（一社）ジバスクラム恵那

（公社）福井県観光連盟

東紀州地域振興公社

（一社）ちの観光まちづくり推進機構

団体数 ６５団体
登録ＤＭＯ ４０団体

広域連携ＤＭＯ １団体
地域連携ＤＭＯ １８団体
地域ＤＭＯ ２１団体

候補ＤＭＯ ２５団体
地域連携ＤＭＯ １０団体
地域ＤＭＯ １５団体

（一社）大紀町地域活性化協議会

（一社）DMOさかい観光局

三方五湖DMO(株)

30

（５）観光地域づくり法人（DMO）の形成と連携
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「Enjoy my Japan グローバルキャンペーン」に加え、日本政府観光局による新たな訪日プロモーション
事業（アジアにおける大規模キャンペーン展開）に活用できる新たな滞在型コンテンツ等を、地方運輸局
とDMO等が連携し、特に地方部をはじめとして全国各地域に創出。
①あいちの離島及び知多半島
における伝統×醸造・食文化
コンテンツ造成事業

半田赤レンガ倉庫イメージ

知多半島において、地域経済と食生
活を支えてきた伝統ある祭礼や文化
と醸造・食文化を体感できるコンテ
ンツを造成し、農泊事業と組み合わ
せ、新たな滞在コンテンツを造成。
【計画コンテンツ】
①ＯＫＤビール
②どぶろく
③押し寿司と箱寿司
④半田赤レンガ倉庫とカブトビール
⑤醸造伝承館

中山道ウォーキングのイメージ

②東美濃地域の観光資源を活
用したガイドウオーキングコ
ンテンツ造成事業

東美濃地域において、ガイドととも
に地域に根差した体験ができるガイ
ドウォーキングコンテンツを造成。
【計画コンテンツ】
①中山道美濃路ウォーキングと歌舞
伎、浮世絵、日本文化体験
②日本の町並み、タイムスリップ・
ウォーキング～400年前の岩村＆
100年前の大正村
③日本の大自然・上矢作原生林ネイ
チャーガイド・ウォーキング

③山の恵みとまちめぐり、奥
越前魅力発掘事業

奥越前エリアにおいて、歴史・文
化・自然を資源として、地域の人と
交流できる滞在型コンテンツを造
成。
【計画コンテンツ】
①平泉寺白山神社散策、古民家での
地元の人たちとの交流
②羽二重織工場見学、機織り体験
③名水の里大野まちあるきツアー
④そば作り体験
⑤焼き鯖棒寿司作り体験

機織り体験イメージ 31

（５）観光地域づくり法人（DMO）の形成と連携

歴史・文化・自然に関するコンテンツ造成
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「Enjoy my Japan グローバルキャンペーン」に加え、日本政府観光局による新たな訪日プロモーション
事業（アジアにおける大規模キャンペーン展開）に活用できる新たな滞在型コンテンツ等を、地方運輸
局とDMO等が連携し、特に地方部をはじめとして全国各地域に創出。

モニターツアー（トレッキング）

長野県及び周辺地域におけるアドベンチャーツーリズム※に関するコンテンツの造成及びそれらを組み込んだ旅行商品
の企画開発を実施し、欧米豪旅行者の長期滞在を促進する。
※アドベンチャーツーリズム（AT）：「自然」「異文化体験」「身体アクティビティ」のうちふたつ以上の要素を持つ旅行

ガイドトレーニング（座学） 32

◯連携DMO：(一社)長野県観光機構、(一社)長野伊那谷観光局、
(一社)妙高ツーリズムマネジメント、(一社)中央日本総合観光機構

◯実施内容
・コンテンツの収集・整理
・ワークショップ
・モニターツアー及びガイドトレーニング（座学及びフィールドワーク）
・旅行商品の企画

モニターツアー（藁細工体験）

（５）観光地域づくり法人（DMO）の形成と連携

アドベンチャーツーリズムに関するコンテンツ造成



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

33

（６）持続可能な観光の推進

観光産業における人材育成

◯eラーニング受講
クリティカルシンキング、マーケティング、
経営戦略、人材マネジメント、組織行動と
リーダーシップ、アカウンティング、ファ
イナンスの7科目より選択

◯アセスメントテスト
受講者は知識の定着を図るため確認テスト
を受験

世界水準のDMO形成促進事業

世界に誇る観光地の形成に向けて、各DMOに求められる「多角的な観光地域づくり経営」を行うため
には、科学的知見に基づき事業を企画する力や多様な関係者を巻き込み推進する力が必須となって
きていることから、DMOの中核を担う人材の育成事業を実施。

（eラーニング講座例）
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34

（７）会員・関係者の取組の一層の強化

JNTOマーケティング研修会の開催

（内容）
○ウィズコロナ／アフターコロナ時代の訪日プロモーション
○新たな時代におけるデジタルマーケティング
○オープンデータから見る地域特性と分析手法

（講演内容抜粋）

日本政府観光局（JNTO）主催、中央日本総合観光機構協力で11月20日に中部・北陸エリアの
観光関係者向けに研修会を開催。
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地域の状況に応じた夜間の楽しみ方を拡充し、地域での更なる滞在を促すことのみならず、
新たな消費活動や魅力を創出することで、訪日外国人の観光消費拡大を図る。

（８）新たな取組（ナイトタイムコンテンツ造成）

①名古屋市に宿泊する訪日外国人旅行者向けナイ
トタイムコンテンツ造成事業(愛知県名古屋市)

名古屋市内の商店街や飲食店地域で地域の活性化を積
極的に検討している2地域が、周辺ホテルで宿泊して
いるインバウンド観光客をターゲットとしたナイトタ
イムコンテンツを造成し、次年度以降の販売につなげ
る。
【計画コンテンツ】
①栄東女子大小路Bar Hopping Tour
②ナゴヤカブキ & Wonder Gourmet Tour 等

栄オアシス21イメージ

②三島駅南口広域観光交流拠点を活用するナイ
トタイムコンテンツ造成事業(静岡県三島市)
富士山三島東急ホテルの開業を機に増加が見込まれる
訪日外国人旅行客をターゲットとして、既存イベント
である「楽寿園菊祭り」を軸に、地元居酒屋・BAR
ホッピングを実施。
また、白滝公園に竹明かり等を設置し回遊を促進する
空間づくりを構築し、三島の夜ならではの特別感を得
られるコンテンツ造成。
【計画コンテンツ】
水の都三島・宵灯りウォーク＆三島の夜・飲み歩き

三島源兵衛川イメージ 35

ナイトタイムに関するコンテンツ造成



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

地域の状況に応じた夜間の楽しみ方を拡充し、地域での更なる滞在を促すことのみならず、
新たな消費活動や魅力を創出することで、訪日外国人の観光消費拡大を図る。

（８）新たな取組（ナイトタイムコンテンツ造成）

36

ナイトタイムに関するコンテンツ造成

③「美濃市を中心とした町並み・伝統産業を活
用した岐阜ナイトタイムコンテンツ造成事業」
(岐阜県岐阜市、美濃市)

④工場夜景を核とした三重の新たなナイトタイ
ムコンテンツ造成事業(三重県四日市市)

美濃市及び長良川中流域において、日本の歴史・文化
等への興味関心が高い欧米豪からの訪日外国人向けに、
町並みや地域に根付く伝統産業等の地域資源を活用し
たナイトタイムコンテンツを造成する。
【計画コンテンツ】
①岐阜提灯作り体験と着物で鵜飼見学
②夜の乗船と餌飼鍋体験
③和紙ソムリエと提灯職人に学ぶ美濃和紙の魅力

全国の工場夜景の中でも「聖地」と呼ばれている四日
市の工場夜景をメインとしたナイトタイムコンテンツ
を造成し、訪日外国人旅行者の誘客を促進するととも
に、飲食・宿泊施設への波及効果を発生させるための
方策を検討し、地方部での滞在時間を延ばすとともに
消費拡大を図る。
【計画コンテンツ】
①四日市コンビナート夜景クルーズ

美濃和紙あかりアート展イメージ 四日市工場夜景イメージ
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⑤富山県西部地区の自然・食資
源を活かした新たなナイトタイ
ムコンテンツ造成事業

朝セリ見学イメージ

漁港での定置網漁・セリ見学と地元
の朝食体験や、地域産業を活かした
錫のマイぐい呑み製作体験、それを
使用し酒蔵で日本酒やウィスキーを
味わう等、富山県西部地区の自然や
食を堪能できるコンテンツを造成・
販売。
【計画コンテンツ】
①定置網漁見学と朝セリ体験＋海の幸の

朝ごはん
②伝統産業工場見学とマイぐい呑みを

使って日本酒やウィスキーと富山の
食を堪能

③高岡鋳物発祥の地「金屋町」で息づく
匠の技と文化を体感

獅子頭彫刻見学イメージ

⑥富山県西部地区の伝統文化を
活かした新たなナイトタイムコ
ンテンツ造成事業
夜の坐禅、精進料理及び法話体験
や、獅子頭彫刻製作の見学、獅子舞
踊りの体験等、富山県西部地区の伝
統文化を体験できるコンテンツを造
成・販売。
【計画コンテンツ】
①國泰寺での夜の坐禅＆精進料理

体験
②獅子頭彫刻見学＆獅子舞体験
③瑞泉寺ライトアップ探索＆井波の

ナイトミステリーハントツアー

⑦金沢の地域資源を活用した富
裕層向けナイトタイムコンテン
ツ造成事業

藩政期から連綿と受け継がれたサム
ライのまち金沢ならではの「ほんも
の」の伝統文化・伝統芸能体験や、
金沢の地元食材を活かした食事を楽
しめる居酒屋、昭和モダンのディー
プな飲み屋街等を巡るツアー等の富
裕層向けのナイトタイムコンテンツ
を造成・販売。
【計画コンテンツ】
①個室プライベート空間の老舗寿司

×茶屋街でのお座敷体験
②金沢フードナイトツアー・バー

ホッピング

お座敷体験イメージ
37

（８）新たな取組（ナイトタイムコンテンツ造成）

ナイトタイムに関するコンテンツ造成
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新型コロナウィルス感染症感染拡大により、国外はもとより県外からも観光客を呼び込むことが困難な
中、インターネットを活用した地域産品等の紹介・販売やバーチャル旅行気分が味わえる動画の配信な
ど、自宅にいながら地域の魅力を感じられるコンテンツの発信

38

昇龍道ホームページに「ちいきのちから」コーナー設置

【長野県】 【岐阜県】 【滋賀県】

【静岡県】 【愛知県】 【三重県】

【石川県】【富山県】 【福井県】

（８）新たな取組（ちいきのちから）

ちいきのちからホームページ
https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/kikaku/syoryudo/chiikinochikara.html
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■ 戦略的プロモーションの実施

世界的な新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、当初予定されていた、国際的なイベントや
各市場国での旅行博等が中止・延期となり、これらに対応したプロモーションについては変更を余儀なく
されたが、ＷｅｂやＳＮＳによる昇龍道地域の魅力発信など、情報発信によるプロモーションを実施し
た。

今後は、国際的な往来再開に向けた動きや各市場の観光需要の回復を見極めつつ、回復が見込める市場
から、昇龍道地域への来訪を促すプロモーションを戦略的かつ効率的に推進するとともに、併せて早期の
回復が難しい市場においても中長期的な視点に立って、情報発信を継続していく必要がある。

■ 受入環境整備の推進

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、観光産業が受けた深刻なダメージに対応するため、
国や地方自治体の様々な支援も活用し、感染症感染拡大防止対策に取り組むとともに、観光地の魅力向上
に対応するため、観光案内所の整備、市内周遊環境整備や二次交通の充実等にも取り組んだ。

今後は、コロナ後の訪日観光需要の回復を見据え、回復までの期間に最先端技術も活用した受入環境整
備を進め、今まで以上にストレスフリーで快適な旅行環境を整備していく必要がある。
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■ 観光地域づくり法人（ＤＭＯ）の形成と強化

令和２年度に昇龍道地域内では新たに４団体が登録ＤＭＯに、６団体が登録候補ＤＭＯとなり、既存の
団体と合わせ６５団体のＤＭＯが活動し、「Enjoy my Japan グローバルキャンペーン」等に対応した高
付加価値な滞在コンテンツの造成等を行った。

今後も、昇龍道地域を、世界的な競争力を有する魅力ある観光地域に育て、戦略的かつ効果的な誘客を
図るため、体制の強化や人材の育成等を行い、多様な関係者との連携強化を進めていく必要がある。

■ 持続可能な観光の推進

世界に誇る観光地の形成に向けて、科学的知見に基づき事業を企画する力や多様な関係者を巻き込み推
進する力を養うため、eラーニング講座等を実施し、DMOの中核を担う人材の育成に取り組んだ。

今後は、「日本版持続可能な観光ガイドライン」（令和２年６月観光庁・UNWTO駐日事務所刊行）等を
最大限活用し、地域や旅行者の利益を最大化していく一方、地域に及ぼす悪影響を最小化にする観光地経
営を進めていく必要がある。

■ 広域周遊観光の推進

欧米豪市場や中国富裕層をターゲットとして、産業観光をテーマに、ストーリーに沿ってコンテンツを
繋げることにより、昇龍道地域の伝統的な産業から新しいものまで、様々な産業を体感できる周遊ルート
の造成等を造成した。

今後は、コロナ禍での人々の行動変容も考慮し、従来の観光資源の開発や魅力ある観光地域づくりに加
え、今までの考えにとらわれない「新たな旅のスタイル」に対応したコンテンツの造成等に取り組む必要
がある。
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■ 今後の方向性

世界的な新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、インバウンドが大きく減少したことはもち
ろん、日本人国内旅行者も減少する中、観光産業は深刻なダメージを受けている。まずはこれら観光産業
に従事する方々の雇用の維持と事業の継続が極めて重要になる。

今後は、当面の観光需要の回復を担う日本人国内旅行の需要を強力に喚起しつつ、本格的なインバウン
ド回復に備えた取組を進めるため、まずは感染拡大防止策を徹底し、その上で、ワーケーション等の「新
たな旅のスタイル」を普及・促進させつつ、国内の観光需要を喚起していく必要がある。

併せて、本格的なインバウンド回復を見据え、国の支援も活用してホテル、旅館、観光街等の再生、魅
力的な滞在コンテンツの造成、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）等の最先端技術も活用した観
光地等の受入環境整備、国内外の感染状況等を見極めた上でのインバウンドの段階的復活やプロモーショ
ンの取組を推進していく必要がある。

また、次年度は東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や世界ラリー選手権等のビックイベ
ントが予定されており、中長期的な視点では、ジブリパーク開園、大阪万博、アジア大会等のインバウン
ドの増加が見込まれるイベントが予定されている。さらに、中部縦貫自動車道開通、北陸新幹線敦賀延伸、
リニア中央新幹線開業等、人の流れが大きく変わるインフラ整備も予定されており、これら旅行環境の変
化に備えた取組も必要となる。

その上で、2030年訪日外国人旅行者数6,000万人、訪日外国人旅行消費額15兆円等に向け、広域観光推
進の立場から必要な取組について、昇龍道プロジェクト推進協議会として取り組めることを検討し、考え
られる取組を総動員していく必要がある。
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